
〈プロフィール〉 

1990年福岡県生まれ。 

アメリカンコミックやカートゥーンアニメに影響を受け絵を描き始める。
バイシクルカルチャーからインスパイアされたシーン、ファッションを描
き、デビューし間もなくファッション誌や商業施設などのイラストを手が
け注目を浴びる。
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ス ウ ェ ー デ ン 式 進 化 論 　 # 1

ウェーデンでは、1970年代にはリサイ
クルを核とした循環システムの構築を模

索しはじめ、企業や自治体、さらには一般家庭
レベルまで、ゴミを再利用するための規則を徹
底。加えて、新しい技術の導入にもいち早く取
り組んできた。　
　なぜスウェーデンがここまで徹底的にリサイ
クルにこだわるのか。そこには、「エコ」とい
う言葉が内包する感情的な意味合いとは対極を
なす、経済的合理主義がひとつの理由としてあ
げられる。資源やエネルギーに乏しいスウェー
デンにおいて、再利用は無駄をなくすための手

ス 段のひとつ。大量のゴミを焼却するためだけの
施設の建設や稼働にかかるコストは莫大だ。捨
ててしまえばゴミ、しかし再利用すれば資源で
ある。こんな聞き慣れた言葉を本気で実践し、
成果を出しているのがスウェーデンという国な
のだ。また、技術革新は、新しいものをイチか
ら作るよりも、再利用・再生産の方がより低コ
ストになるという方程式を生み出した。
　未だに消費を優先し、モノに溢れ、莫大な量
のゴミを生み出しつづける“経済大国”と比べ
ると、いちはやく循環社会へと舵を切ったスウ
ェーデンに先進性があるのは間違いない。

EVOLUTIONスウェーデンが切り拓く
リサイクル先進社会

いつも捨てているゴミが、1gも無駄にならないとしたら…!? 
そんな夢のような循環社会の実現は、すぐそこまでやってきている。

家庭ゴミのリサイクル率99%以上という、スウェーデンのリサイクル哲学に迫る。
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世戸ヒロアキへのお問い合わせは 担当：吉田までご連絡ください。 
yoshida@visiontrack.jp
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